
１．適用工種

築堤盛土工

堤下幅１３．９６m、天端幅１．００m、直高５．４m

法勾配１：１．２ 盛土量６，２６０m３の火薬貯蔵庫外周

土堤である。

設計条件は次のとおりである。

・代表的な土質 砂礫

・土質定数 内部摩擦角３５° 以上

・土質定数 粘着力 １５KN/m２以上

施工管理基準値として、締固め率は盛土材最大乾

燥密度の８５％以上とする。

なお、盛土は現地土取り場からの採取土を優先す

るものとする。

２．問題点

施工に先立ち、土取り場の土が築提盛土材に適す

るか否かの判定を目的とし、土質試験を行った。

その結果、土質材料の工学的分類体系は細粒分質

砂質礫（GFS）であることがわかった。

次に締固め試験により得られた最適含水比１０．０％

に対し、自然含水比は５．７％と４．３％乾燥側に位置し

た。また、最大乾燥密度の１．９０４g/m３に対して、自

然含水比時の乾燥密度は１．８５９g/cm３となり、最大

乾燥密度の９７．６％（１．８５９／１，９０４×１００）に相当し

た。これは、築提盛土工の施工管理基準である８５％

を満足する施工が可能な含水比状態を示した（図―

１）。

次に、圧密・排水における三軸圧縮試験（CD試

験）においては、供試体の密度を施工管理基準であ

る最大乾燥密度の８５％に調整して試験を実施した。

その結果、せん断抵抗角３０．４１度、粘着力５．０７KN/

m２、単位体積重量１７．３３KN/m３となり、設計条件で

ある内部摩擦角３５度、粘着力１５KN/m２を下回る結

果となった（図―２）。
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図―１ 締固め試験結果
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以上、試験結果より

１． 本盛土材は、築提盛土材として適さない。

２． 代わりとして、購入材料で対応するには

予算的にコストが嵩む。

３． 仮に購入材で対応しても、量的な確保が

困難である。

等の問題が発生した。

以上の問題点を発注者と協議したところ、現地土

取り場の材料を使用して設計条件を満足する方法が

他にないか検討課題となった。

３．工夫・改善提案

ここで私は、締固め試験の結果より、自然乾燥密

度が、最大乾燥密度の９７．６％に相当し、施工管理

基準である８５％を大きくクリア可能な含水比状態で

あることに注目し、三軸圧縮試験（CD）試験の供

試体の密度を８５％にこだわらず、より密に充填した

場合、設計条件を満足する結果がでるのではないか

と提案した。

そこで、同じ場所で採取した試料を使用し、再度

試料土を密に充填した供試体を用いて試験を実施し

た。

その結果、せん断抵抗角３５．６８度、粘着力２２．１６KN

/m２、単位体積重量１８．８４KN/m３となり、設計条件

を上回る結果となった（図―３）。

試料土を密に充填した供試体を用いて試験した結

果、最大乾燥密度の１．９０４g/cm３に対して、三軸圧

縮試験の乾燥密度が１．７６８g/cm２となり、最大乾燥

密度の９２．９％（１．７６８／１．９０４×１００）に相当した。

以上より、現地において９２．９％以上の密度で管理

した場合に、所定の安全率を上回ると推察された。

では、実際に盛土の施工ではどうなるのか。締固

めの規格値を室内試験結果から９５％以上と想定し試

験盛土工を行い、１層３０cmで巻き出し転圧を行い、

突砂法による現場密度試験を実施した。その結果、

使用機械を４t振動ローラにて４回、また、重量振

動プレート（６５０Kg）にて６回転圧をもって、各々

９７．６％、９５．８％の締固め度を得ることができた。

以上の結果より、転圧回数は安全性、経済性を考

慮し、上記回数をもって９５％以上が確実に得られる

と判断した。

この結果をもとに

１．現地土取り場の土の使用

２．締固め率は、最大乾燥密度の９５％以上

ということで、発注者の承諾を頂いた。

図―２ 土の三軸圧縮試験結果

図―３ 土の三軸圧縮試験結果
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